
すずかけ　6月号　第432号1 2023年6月1日（毎月1回1日発行）

令和 5 年 7 月11日㈫～17日（月・祝）※芸文センターは８月３日㈭

兵庫県芸術文化協会
（公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部
〒650-0011��神戸市中央区下山手通4丁目16番3号
（兵庫県民会館内）
Tel.078-321-2002
編集・発行人／西上三鶴
（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

https://hyogo-arts.or.jp 

▲

Facebook Twitter

YouTube Instagram

題字：井茂圭洞（書家・文化功労者）

432号

2023年

6月号

　
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
日
本
舞
踊
。
日
本
舞
踊
の
基
本
的
な
型
を
曲
に
合
わ
せ
て
講
師
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振

り
を
見
な
が
ら
舞
い
ま
す
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美
し
い
所
作
、
姿
勢
が
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す
。

浴
衣
を
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て
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踊
り
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。
い
つ
も
と
違
う
自
分
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

︻
日
時
︼
7
月
1
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

︻
場
所
︼
兵
庫
県
民
会
館
10
階
1
0
0
1
号
室

︻
講
師
︼
兵
庫
県
舞
踊
文
化
協
会
役
員

︻
定
員
︼
15
名（
先
着
順
）

︻
服
装
︼
浴
衣
・
足
袋
又
は
く
つ
下（
現
地
で
お
着
替
え
に
な
る
場

合
は
、
13
時
集
合
）

︻
参
加
費
︼
無
料

︻
申
込
み
︼（
氏
名
、年
齢
、〒
住
所
、電
話
番
号
、Ｆ
Ａ
Ｘ
を
記
入
の

う
え
、当
協
会
文
化
振
興
部
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
８・３
２
１・２
１

３
９
）ま
た
は
メ
ー
ル（sinkoubu@

hyogo-arts.or.jp

）、ま
た

は
電
話（
０
７
８・３
２
１・２
０
０
２
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

伝
統
文
化
体
験
教
室

﹁
日
舞
の
ス
ス
メ
﹂
参
加
者
を
募
集

今月の伝統文化、地域の祭り・イベント 「姫路ゆかたまつり」／6月24～25日、長壁神社や大手前通りなどの周辺（姫路市）／浴衣姿で楽しむ夏祭り。関連行事も楽しい

兵庫県芸術文化協会　友の会について
生活文化大学各講座の受講料、特典施設での割引などお得がいっぱいの
友の会は、年会費3000円（4月から翌年3月までの1年間）です。
※年度途中からのご入会でも3000円になります。

【問い合わせ】当協会文化振興部　☎�078-321-2002
詳しくはHPへ

新進芸術家に発表の場を！ 兵庫県民会館けんみんホールで開催！

新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ
泉 麻衣子
ピアノ リサイタル7月 Vol.60

【日時】令和5年7月6日㈭�19時
【出演】ピアノ／泉�麻衣子

ドイツにてピアノを始め、国内外で受賞多数。日本演奏連盟・文化庁主催リサイタル開催。
京都市立芸術大学大学院博士後期課程修了。博士号 (音楽 )取得。フライブルク国立音大にて
研鑽。現在、東京藝術大学非常勤講師・演奏研究員。京都市立芸術大学、神戸常盤大学、各
非常勤講師。

【予定曲目】シューマン／幻想小曲集Op．12より
������������������シューマン／謝肉祭～4つの音符による面白い情景Op．９
������������������スクリャービン／ピアノソナタ�第3番＜魂の様相＞Op．23�ほか

【入場料】一般2000円（全席自由）
�������������＊いけばな／内藤貴風（光風流）

泉 麻衣子

令和５年度令和５年度

ひょうごプレミアム芸術デーひょうごプレミアム芸術デー

芸術文化センター
※各ホール・ロビーでイベント実施予定

８月３日㈭14時〜
佐渡裕芸術監督 トーク＆

スーパーキッズ・オーケストラ
ミニコンサート

定員2000人（要申込）

横尾忠則現代美術館
７月11日㈫〜17日（月・祝）

蓮沼執太サウンド・インスタレーション

音楽家・アーティストとして活
躍する蓮沼執太が、横尾忠則の
肉声だけで構成されたサウン
ド・インスタレーションを発表。
7/16には「灰野敬二 蓮沼執太
サウンド・パフォーマンス」を
開催（100席。要申込、6/14締切）
期間中は展覧会「横尾忠則 原
郷の森」も無料開放。7/15は周
りを気にせず鑑賞いただける
「自由に話せる観覧日」に。字

蓮沼執太

ピッコロシアター
７月12日㈬〜15日㈯

10時〜17時
ピッコロで演劇に親しもう！

実際に使われた舞
台衣裳や小道具の
展示、舞台や紙芝
居などの映像上映
のほか音響・照明
効果の体験やピッ
コロ劇団による子
ども向け「おはな
しBOX」も開催！

大人も子どもも楽しめるおはなし
ＢＯＸ！

　兵庫県では、芸術や文化を気軽に楽しんでいただこうと、夏休み前の１週間、展覧会の無料開　兵庫県では、芸術や文化を気軽に楽しんでいただこうと、夏休み前の１週間、展覧会の無料開
放や無料イベントを実施する「ひょうごプレミアム芸術デー」を開催します。放や無料イベントを実施する「ひょうごプレミアム芸術デー」を開催します。
　今年は、県立施設に市町立、民間施設が加わって89施設が参加。障害のある方や子育て中の方　今年は、県立施設に市町立、民間施設が加わって89施設が参加。障害のある方や子育て中の方
などに配慮したイベントも多数予定しています。無料などに配慮したイベントも多数予定しています。無料※※でご参加いただけますので、この機会にぜでご参加いただけますので、この機会にぜ
ひお越しください。ひお越しください。※入館料等が必要な施設もあります※入館料等が必要な施設もあります

　ここでは、その中のいくつかのイベントをご紹介いたします。　ここでは、その中のいくつかのイベントをご紹介いたします。

佐渡裕芸術監督
によるスペシャ
ル企画として、
第1部はミニコ
ンサート、第2
部はゲストを迎
えての特別対談
を開催 ( 手話通
訳あり)。 佐渡裕芸術監督

©飯島隆©飯島隆

幕付きの「ギャラリートーク動画」も上映します。
【問い合わせ】横尾忠則現代美術館

☎０７８・８５５・５６０７
【問い合わせ】ピッコロシアター

☎０６・６４２６・１９４０

KOBELCO 大ホール

【問い合わせ】兵庫県立芸術文化センター
チケットオフィス☎０７９８・６８・０２５５

兵庫県民会館
７月11日㈫〜14日㈮
10時〜17時（最終日は13時まで）

障害者芸術作品巡回展

兵庫県民アートギャラリー中展示室で、障
害者芸術・文化祭受賞作品、神戸市内の障
害福祉事業所で制作された作品など約40点
を展示します。

【問い合わせ】兵庫県福祉部ユニバーサル推進課内 障害者芸術文化活動支援センター
☎０７８・３６２・４０９０

原田の森ギャラリー
７月15日㈯

A13時〜16時（予定）、B11時〜15時（予定）

障害児等が参加できる
絵画や音楽の体験ワークショップ
A絵本作家の WAKKUN と大きな紙
と墨と筆を使用し
て絵を描くワーク
ショップ（301号室）
B障害の有無にか
かわらず簡単に演
奏できる楽器体験
（401号室）
（ABとも事前申込制・先着順）

（おはなしＢＯＸは要予約）

参加施設の情報は
こちらから
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プレゼントの
ご応募について

①希望プレゼント名 ②〒住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤友の会会員の方は会員
番号 ⑥ご意見・ご感想を明記し、ハガキか FAX で送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊�応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレ
ゼントの発送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

〒650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係　　FAX 078-321-2139

催 物 情 報 イベ ントガイド
記載の【友の会割引あり】は、原則として兵庫県芸術文化協会友の会会員、ご本人様のみ適用

● 特別展「出会いと、旅と、人生と。ある画家の肖像 日本近代洋画の巨匠 金山平三
と同時代の画家たち」� 6月3日㈯～7月23日㈰
　�生誕１4０年を記念し、さまざまな視点から創作の軌跡をたどる展覧会
※一般1600円ほか【友の会割引あり】

兵庫県立美術館　☎078-262-1011

●登 善彦 水墨画展 ( 個展 )〈1階〉　水墨画画　約5０点� 6月2日㈮～6日㈫
●兵庫縣書人聨合書作展〈2階〉　書約１００点� 6月2日㈮～4日㈰
●時代を超えて愛される二人の国民画家� 6月9日㈮～11日㈰
　東山魁夷／平山郁夫展〈2階〉　版画約5０点
●第11回 キルトリーダーズ兵庫作品展〈2階〉� 6月15日㈭～17日㈯
パッチワーク･キルト約2００点

●第65回 一水会兵庫県出品者協会展〈2階〉　洋画約１００点� 6月20日㈫～25日㈰
●第四回 白い雲絵画展〈1階〉　洋画約5０点� 6月21日㈬～25日㈰
●神戸大学写真部 6月展〈2階〉　写真約4０点� 6月24日㈯～27日㈫
●第56回 墨彩会展〈2階〉　書約5００点� 6月30日㈮～7月2日㈰

●兵庫県民会館ロビーコンサート〈1階ロビー〉� 6月10日㈯14：00～14：30
　矢野百華ピアノコンサート　出演：矢野百華（ピアノ）

●兵庫県写真作家協会新進作家選抜展〈1階サロン内〉� 6月1日㈭～6月30日㈮
　兵庫県写真作家協会会員7人による作品7点

兵庫県民アートギャラリー　☎078-321-2131 ※入場無料

ひょうごアーティストサロン ☎078-321-2005 ※入場無料

●第1０回白洋会展〈東館1階〉　洋画・日本画・児童画約25点� 5月30日㈫～6月4日㈰
●兵庫県日本画家連盟 会員展・公募展〈本館1階〉日本画約6０点�5月31日㈬～6月4日㈰
●第３9回日本篆刻展〈本館2階〉　篆刻他約85０点� 5月31日㈬～6月4日㈰
●第２9回キャンバスフォト展〈東館1階〉� 6月6日㈫～6月11日㈰
キャンバスフォト（写真）約5０点

●全国公募２０２３ 兵庫県水墨画協会公募展〈本館1階〉� 6月7日㈬～6月11日㈰
水墨画約１2０点

●第8２回創元展 兵庫巡回展・兵庫支部展〈本館2階〉� 6月7日㈬～6月11日㈰
洋画・版画・水彩画約１００点

●上野純子 写真展〈東館2階〉　写真約5０点� 6月7日㈬～6月11日㈰
●第３5回こうべ版画シティ梓の会展〈東館1階〉� 6月13日㈫～6月18日㈰
木版画約5０点

●第61回兵庫工芸展〈本館1階〉　工芸約9０点� 6月14日㈬～6月18日㈰
●芦屋写真展２０２３〈本館2階〉　写真約4００点� 6月14日㈬～6月18日㈰
●２０２３ 第67回新世紀神戸 ･ 大阪合同巡回展〈本館1・2階〉� 6月21日㈬～6月25日㈰
油彩・水彩等約１7０点

●第２回 ｢はないろ｣ 展〈東館1階〉　油彩約24点� 6月21日㈬～6月25日㈰
●第３7回玄心書道展 併催 公募展〈全館〉　書約7３０点� 6月30日㈮～7月2日㈰
●きらきら書道展 桑鳩生誕の地、三木からの風〈障害者アートギャラリー〉
書約25点� ～6月30日㈮

原田の森ギャラリー　☎078-801-1591 ※入場無料

※日・水・第2㈪はお休み

●特別展「横尾忠則　原郷の森」� ～8月27日㈰
　小説『原郷の森』を軸に、横尾の言葉と絵が織りなす展覧会

　※入場料7００円ほか【友の会割引あり】

横尾忠則現代美術館　☎078-855-5607
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公演 出演者 日程 場所・問い合わせ

大地のかぐや姫 Blue Earth Theater 
Company 令和5年7月15日㈯・16日㈰ 新開地アートひろば☎078-512-5500

concert pour enfants
子どものためのコンサート こうの TRIO 令和5年7月16日㈰

豊岡市民プラザ　ほっとステージ
こうの TRIO 実行委員会
☎050-3164-3456

劇！Live９th「アラジン」 劇！帝 令和5年7月23日㈰ 神戸三宮シアター・エートー
☎078-231-0011

HIxTO 西宮公演
「night －宮沢賢治『銀河

鉄道の夜』より－」
HIxTO 令和5年8月19日㈯・20日㈰ 西宮市民会館アミティ・ベイコムホール

☎0798-33-3111

Summer Concert 2023 
in ささやま

チキンガーリック
ステーキ 令和5年8月20日㈰

丹波篠山市立中央公民館　四季の森生涯学習
センター☎実行委員代表

松尾　090-8120-0304
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。
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す
。

　
こ
の
ご
寄
附
は
、
若
手
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
支
援
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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※未就学児童はご入場いただけません。
※�芸術文化センターでのご購入は、お一人様４枚までとさせていただきます。
※�やむを得ない事情により、公演の中止や、出演者などが変更される場合があります。予めご了承ください。

チケットを
購入されるお客様へ

ピッコロシアター
【申込み・問い合わせ】☎06-6426-1940

兵庫県立芸術文化センター
【申込み・問い合わせ】☎0798-68-0255  10時〜17時・月曜休み ※祝日の場合翌日

https://piccolo-theater.jp
兵庫県芸術文化協会友の会会員は、主催公演を割引で鑑賞できます（本人のみ、事前予約・要会員証）
アクセス

▲

■JR宝塚線塚口駅から徒歩約5分　■阪急神戸線塚口駅から徒歩約8分

兵庫県立ピッコロ劇団第76回公演

「やわらかい服を着て」
　話し合いをはじめようーー
　現代社会、そして人間の本質を描く劇
作家・永井愛の2006年初演作を今、新た
に紡ぎ出します。
　2003年、世界で連鎖した反戦デモの翌
朝からはじまる、若者たちの理想と現実、
恋、青春が交錯する３年間の群像劇。

【作】永井�愛　【演出】眞山直則（ピッコロ劇団）
【日時】７月�21日㈮17時、22日㈯11時
／16時30分、23日㈰11時／16時30分、
25日㈫13時

【場所】ピッコロシアター�大ホール
【入場料】一般3500円　大学・専門学校
生2500円　高校生以下2000円

【出演】原�竹志、樫村千晶、今井佐知子、
菅原ゆうき、谷口�遼、三坂賢二郎、中島
深志、木村美憂、鈴木あぐり、森�好文

ピッコロ実技教室
＜40歳からのワンコイン演劇講座＞
　ミドル・シニア世代で演劇に興味のある方や初心者大歓迎！　１日だけの
演劇講座。着の身着のまま、動きやすい格好でご参加ください。

【日時】８月６日㈰10時～16時　【会場】ピッコロシアター�中ホール
【講師】瀬口昌生（大手前大学建築＆芸術学部准教授／元ピッコロ劇団員）
【募集人数】要申込　先着20名（原則40歳以上）　【参加費】500円

https://www.gcenter-hyogo.jp
アクセス

▲

■阪急西宮北口駅南改札口スグ（連絡デッキで直結）
　　　　　■JR西宮駅より徒歩約15分（阪急バス7分）

佐渡裕芸術監督プロデュースオペラ２０２３  歌劇「ドン・ジョヴァンニ」

　芸術監督プロデュースオペラで、モーツァルトの傑作「ドン・ジョヴァンニ」をまもなく上演！
　原作は稀代の色男の伝説。スリリングなドラマを、これまでのモーツァルト作品でも喝采を浴びた佐
渡裕芸術監督のタクトと、元メトロポリタン歌劇場首席演出家のデヴィッド・ニースのタッグで創りあ
げます。これぞオペラ！の醍醐味が詰まった壮麗な舞台にご期待ください。

【指揮】佐渡裕　【演出】デヴィッド・ニース
【出演（ダブルキャスト）】ジョシュア・ホプキンズ、大西宇宙、ミシェル・ブラッドリー、高野百合絵、
ハイディ・ストーバー、池田香織、ルカ・ピサローニ、平野和�ほか
合唱／ひょうごプロデュースオペラ合唱団、管弦楽／兵庫芸術文化センター管弦楽団

【日時】７月14日㈮～17日（月・祝）、19日㈬、20日㈭、22日㈯、23日㈰、各日14時
【場所】KOBELCO�大ホール（芸術文化センター）
【入場料】Ａ席１３０００円、Ｂ席１００００円、C・D・E席は売り切れ

朗読劇　この子たちの夏　1945・ヒロシマ ナガサキ

　日本人としての経験を記録でなく記憶に留めたいと、構成・演出の木村光一
が遺稿や手記、詩歌など膨大な資料の中から、テーマを「母と子」に絞り朗読
劇としてまとめた本作。戦後78年の夏の一日、子どもたちの声に耳をかたむけ
てみてください。

【出演】旺なつき、かとうかず子、島田歌穂、床嶋佳子、西山水木、根岸季衣
【日時】7月９日㈰15時
【場所】阪急�中ホール（芸術文化センター）
【入場料】一般３０００円、25歳以下１０００円

ピッコロ実技教室
＜まわしよみ新聞＆演劇

～壁新聞を演じてみよう＞
　壁新聞づくりと演劇を組み合わせたユニークなワーク
ショップ！みんなで作った壁新聞を、みんなで話し合って
演劇化！みんなで演じます。

【日時】８月９日㈬10時～16時　【場所】ピッコロシアター�小ホール
【講師】陸奥�賢（まわしよみ新聞考案者）　本田千恵子（ピッコロ劇団）
【募集人数】要申込　先着20名（高校生以上）　【参加費】一般1000円　高校生500円　

大西宇宙

©Simon Pauly©Simon Pauly

ジョシュア・ホプキンズ

©Simon Pauly©Simon Pauly

佐渡 裕

©Takashi Iijima©Takashi Iijima

ハイディ・ストーバー

©Simon Pauly©Simon Pauly

高野百合絵

©Takayuki Abe©Takayuki Abe

ミシェル・ブラッドリー

©Dario Acosta©Dario Acosta

平野 和

©Akira Muto©Akira Muto

ルカ・ピサローニ池田香織

©Shigeto Imura©Shigeto Imura

瀬口昌生

本田千恵子陸奥 賢

樫村千晶

原 竹志

主  催 書道研究　玄心会
後  援 兵庫県・兵庫県教育委員会
 （公財）兵庫県芸術文化協会
 神戸市・神戸市教育委員会
 神戸新聞社・サンテレビジョン
 読売新聞社神戸総局
 （公財）神戸市民文化振興財団
 兵庫県書作家協会

（公募展のみ）姫路市・姫路市教育委員会
書道研究　玄心会　〒６７０–００４８ 姫路市船橋町 ２ – ４

        　☎０７９（２９８）３２８８

第
三
十
七
回

併
催 

公
　
募
　
展

6月30日㈮〜 7月2日㈰
ＡＭ1０：００ 〜 ＰＭ5：００　３日㈰はＰＭ４：００まで

兵庫県立美術館王子分館
原田の森ギャラリー
神戸市灘区原田通３-８-３０　☎０７８（８０1）15９1

会期

会場

第61回
公募展併設

２０２３年 6 月14日㈬～ 18日㈰
1０：００ 〜 1８：００（最終日は1６：００まで）

兵庫県立美術館王子分館
原田の森ギャラリー 本館1階展示室

入場無料

TEL 078-362-7086
主催／兵庫県工芸美術作家協会・神戸新聞社
後援／兵庫県・兵庫県教育委員会・神戸市
　　　（公財）兵庫県芸術文化協会

兵庫県工芸美術作家協会 検索

令和５年度 ひょうごのふるさと芸術文化活動推進事業
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友の
会たずね歩き
おすすめスポット

　姫路市街地の北、標高３7１mの書写山のふも
とに姫路市書写の里・美術工芸館があります。
竹林の緑に囲まれた建物は、なだらかな曲線を
描く銀色の大きな屋根と朱塗りの柱の列が特徴
的です。開館は１994年７月。来年で３０周年を迎
えます。
　姫路出身の元東大寺別当、清水公

こう
照
しょう
師（１9１１

～99）から89年に書画、陶芸など約３2００点の作
品が姫路市に寄贈されたことが開館のきっかけ
になったそうです。公照コレクションの展示と
播磨に残る伝統工芸の資料収集や展示を設立の
趣旨として、「自然に親しみながら伝統文化を
学び、体験できる施設」を目指しています。
　２階建ての館内は、中央が吹き抜け階段の開
放的な展示室で、清水公照のライフワークであ
る「泥

どろぼとけ
仏」27０体が常設展示されています。泥

仏は公照の造語で、一体ごとに泥を吐くように
精神統一して造ったという意味です。制作の様
子を映像でも紹介しています。ほかにも公照の
書や絵付け、絵日記などが展示されています。
　中央以外に４つの展示室があり、テーマを設
けた企画展が年に４、５回催されています。絵
画や播磨ゆかりの工芸作品、夏休みの子供向け

イベント、清水公照の収蔵品展などです。来館
者は年平均で約４万人。コロナ禍で落ち込んだ
ものの、今年は元に戻りつつあるそうです。
　現在は春季特別展「生誕１００年・最後の抒情
画家　藤井千秋展」が開かれています。会期は
７月９日まで。藤井千秋（１92３～85）は岐阜県出
身、京都市立絵画専門学校（現京都市立芸術大
学）で学んだ男性の画家です。京都を拠点に戦
後の少女雑誌や絵本の挿絵画家として活躍し、
少女たちを魅了しました。今年は生誕１００年に
あたります。
　特別展では原画と雑誌などの印刷物を合わせ
て３9０点を展示。ほとんどが上品で優雅な少女
を描いた作品です。『少女の友』『女学生の友』
『小説ジュニア』などを読んだ経験がある女性
には懐かしい作品ばかりでしょう。
　「手作り体験」を楽しめるのも同館の魅力で
す。工芸工房では姫路はりこ、姫山人形などの
伝統工芸品の制作を職人さんが実演。来館者も
絵付けや色付けに挑戦できます（有料）。
　天台宗圓
教寺の霊場
が広がる書
写 山 に は
ロープウェ
イで上りま
す。山上に
は数十の歴

史的建造物があり、マップを手に歩くと参詣に
は約２時間かかると案内されています。重要文
化財の食

じきどう
堂で「チームラボ」というアート集団

によるイベントが１2月まで開かれています。

姫路市書写の里・美術工芸館の外観

清水公照氏の「泥仏の世界」

姫路城

圓教寺

書写山ロープウェイ書写山ロープウェイ

ＪＲ姫路駅

姫路市立書写の里・美術工芸館姫路市立書写の里・美術工芸館

山陽新幹線

山陽本線

J
R

姫新線

読者プレゼント
　姫路市書写の里・美術工芸館の春季特別展「生誕
100年・最後の抒情画家　藤井千秋展」の招待券を
抽選で５組10人に。応募方法は本紙２面。６月12
日㈪必着。

▶姫路市書写の里・美術工芸館＝姫路市書写１22３番
地。開館時間は１０時～１7時（入館は１6時半まで）。月曜
休館。入館料は一般３１０円（25０円）、高大生2１０円、小
中学生5０円。（　）内は当協会友の会会員料金。ＪＲ・
山陽電鉄姫路駅から神姫バス「書写山ロープウェイ」
行で約25分、終点下車徒歩約３分。☎０79･267･０３０１
▶書寫山圓教寺＝姫路市書写2968番地。天台宗別格
本山・西国三十三所27番札所。ロープウェイ利用に
よる入山時間は原則として８時半～１8時。入山志納
金は一般（中学生以上）5００円、小学生３００円、未就学
児無料。本坊寺務所☎０79･266･３３27

お出かけちょっとメモ

姫路市書写の里・美術工芸館
「泥仏の世界」と

絵画、伝統工芸の展示・体験

○展示パネル、室内
　照明等リニューアル
○小展示室を拡張し、
　より広く使いやすく

兵庫県民アート
ギャラリー情報
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藤
井
千
秋
の
作
品
『
風
の
妖
精
』（
１
９
６
６
年
）

夏の風物詩
60回目の60回目の「県展2023」「県展2023」開催開催 作

品
募
集
中

昨年度の県展会場

　

今
年
も
県
内
最
大
の
公
募
展

「
県
展
」
が
、
県
立
美
術
館
王
子

分
館
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館

２
階
大
展
示
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し

て
い
る
、
ま
た
は
か
つ
て
在
住
、

在
勤
、
在
学
し
て
い
た
満
15
歳
以

上
の
方（
中
学
生
を
除
く
）を
対
象

に
募
集
し
て
い
ま
す
。

︻
部
門
︼
絵
画
、
彫
刻
･
立
体
、

工
芸
、
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン

︻
出
品
方
法
︼
ウ
ェ
ブ
ま
た
は
郵

送
で
申
込
。
１
点
に
つ
き
一
般
３

０
０
０
円
、
大
学
院
・
大
学
・
高

専
・
専
修
学
校
生
５
０
０
円
、
高

校
生
は
無
料
。
郵
便
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

︻
応
募
締
切
︼
６
月
21
日
㈬

︻
会
期
︼
８
月
５
日
㈯
〜
８
月
19

日
㈯
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

（
入
場
は
午
後
５
時
半
ま
で
）。
最

終
日
19
日
㈯
は
午
後
１
時
ま
で

（
入
場
は
午
後
０
時
半
ま
で
）。
観

覧
無
料
、
月
曜
日
休
館
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